
各研究室発表論文 2007 
原著、総説（年号の後に Rと付記）、著書（同 Bと付記）の 3項目に分けて掲載し、同研

究室・グループ内では著者姓の ABC順に配列した。 
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生体膜機能学研究室（金澤研）  
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Tominaga-Yoshino K, Ueyama T, Okamura H (2007B) Suprachiasmatic nucleus cultures that 
maintain rhythmic properties in vitro. In: Ezio R (Ed.) Circadian Rhythms Methods and 
Protocols. Series: Methods in Molecular Biology 362:481-492, Humana Press. 

 
細胞内情報伝達研究室（河村研）  
Miwa N, Shinmyo Y, Kawamura S (2007) Cloning and characterization of Xenopus dicalcin, a 

novel S100-like calcium binding protein in Xenopus eggs. DNA Sequence 18:400-404. 
Uebi T, Miwa N, Kawamura S (2007.9) Comprehensive interaction of dicalcin with annexins in 

frog olfactory and respiratory cilia. FEBS J 274: 4863-4876. 
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and its assembly and functional interface in replication initiation. Nature Struct Mol Biol 
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simplified bilaterian. BMC Evolutionary Biology 7: 201. 
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of mouse mesencephalic neural crest cell. Mech Dev 124:190-203 
古屋 秀隆 (2007B) 中生動物の分類と自然史. In: 日本動物学会(編) 21世紀の動物科学, pp. 
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分子生物学・教育研究室（荻原・米崎研）  
Otsuka Y, Koga M, Iwamoto A, Yonesaki T (2007) A role of RnlA in the RNase LS activity from 

Escherichia coli. Genes Genet Syst 82:291-299. 
 
生体分子エネルギー変換学研究グループ（荒田研）  
Hayashi S, Inoue A (2007) Cardiomyocytes re-enter the cell cycle and contribute to heart 
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spin-labelling EPR. Adv Exp Med Biol 592:125-135. 
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科学のための機器分析実験ハンドブック, pp168-176, 羊土社. 
 
 
植物細胞生物学研究グループ（高木研）  
Goto Y, Asada T (2007) Excessive expression of the plant kinesin TBK5 converts cortical and 

perinuclear microtubules into a radial array emanating from a single focus. Plant Cell Physiol 
48:753-761. 

Hotta T, Haraguchi T, Mizuno K (2007) A novel function of plant histone H1: Microtubule 
nucleation and continuous plus end association. Cell Struct Funct 32:79-87. 

Iwabuchi K, Sakai T, Takagi S (2007) Blue-light-dependent nuclear positioning in Arabidopsis 
thaliana leaf cells. Plant Cell Physiol 48:1291-1298. 

 
転出したスタッフが当教室在籍時に行った研究について 2007年に発表した論文（た

だし、現スタッフとの共著の論文は、現スタッフ所属研究室に記載した） 
Hachiya T, Terashima I, Noguchi K (2007) Increase in respiratory cost at high growth temperature 

is attributed to high protein turnover cost in Petunia × hybrida petal. Plant Cell Env 
30:1269-1283. 

Saito T, Naiola P, Terashima I (2007) Conservative decrease in water potential in existing leaves 
during new leaf expansion in temperate and tropical evergreen Quercus species. Ann Bot 
100:1229-1238. 

Sugimoto H, Kusumi K, Noguchi K, Yano M, Yoshimura A, Iba K (2007) The rice nuclear gene, 
VIRESCENT 2, is essential for chloroplast development and encodes a novel type of 
guanylate kinase targeted to plastids and mitochondria. Plant J 52:512-527. 

Vyas P, Bisht MS, Miyazawa SI, Yano S, Noguchi K, Terashima I, Funayama-Noguchi S (2007) 
Effects of polyploidy on photosynthetic properties and anatomy in leaves of Phlox 
drummondii. Funct Plant Biol 34:673-682. 

Yoshida K, Terashima I, Noguchi K (2007) Up-regulation of mitochondrial alternative oxidase 
concomitant with chloroplast over-reduction by excess light. Plant Cell Physiol 48:606-614. 



博士学位授与記録 2007（生物学教室教員指導分）  
 
構造生物学研究室（福山研）  
下村 喜充 鉄硫黄クラスターの生合成を担う ISCマシナリーの成分の構造生物学的、

生化学的研究 
生体分子機能学研究室（倉光研）  
大賀 拓史 高度好熱菌 Thermus thermophilus HB8の Nudixタンパク質群の機能解析 

生体膜機能学研究室（金澤研）  
唐沢 暁 Na+/H+交換輸送蛋白質 NhaAの構造と機能発現機構：疎水性ループの膜挿

入・集合過程における重要性と多量体形成における機能的意義 
大垣 隆一 Na+/H+交換輸送体のイオン輸送の仕組みとその調節 

分子遺伝学研究室（升方研）  
藪内 隼人 染色体 DNA複製開始制御における DDK依存的 Sld3結合と段階的複製装

置形成過程の研究 
神経可塑性生理学研究室（小倉研）  
上窪 裕二（生命） シナプス後部に局在するGABAB受容体シグナルは小脳プルキンエ

細胞 LTDを増強する 
細胞内情報伝達研究室（河村研）  
上尾 達也 嗅繊毛 Ca2+結合蛋白質ダイカルシンの標的蛋白質の同定と機能解析 

系統進化学研究室（常木研）  
荻野 一豊 中生動物ニハイチュウにおける遺伝子発現パターンとイントロンの特徴 

植物細胞生物学研究グループ（高木研）  
新谷 考央 インゲン葉における炭水化物による光合成の調節 
吉田 啓亮 光照射下の葉におけるミトコンドリア呼吸鎖の機能解析 
櫻井 納美 オオセキショウモにおける葉緑体逃避反応の素過程の解析 
堀田 崇 高等植物細胞の核表面における放射状微小管の構築機構の解明 



年譜  
2007年 
4月 1日 学校教育法改正。助教授を准教授に改称。助手を助教と助手に分割し、前者に

講義担当や学生指導を認める。生物科学専攻の助手は全員助教となる。 
4月 1日 生物科学専攻協力講座に三木 裕明教授就任（蛋白質研究所代謝研究部門）。 
4月 7日 入学式。学部入学者 30名（前期合格者 22名、後期合格者 6名、帰国子女特別

選抜 1名、私費留学生 1名）。学部転学科 2年次編入者 3名。大学院博士前期
課程入学者 57名。博士後期課程進学者 11名、同新規入学者 3名。 

4月 27日 橘木 修志准教授、平成 18年度 2学期共通教育賞受賞。 
4月 30日 「いちょう祭」の機会に同窓会（田澤仁会長）を開催。 
6月 12日 大阪大学と大阪外国語大学の統合に関する「国立大学法人法の一部を改正する

法律」が国会で成立し、これに合わせて平成 20年度より生物科学科に生命理
学コース（定員 30名）を新たに設置することが認められる。従来の生物科学
科を生物科学コース（定員 25名）と改称。大学院生物科学専攻の定員も増員
（博士 46名が 54名に、後期 23名が 27名に）。 

7月 1日 柿本研に高田 忍助教就任（独チュービンゲン大より） 
7月 1日 西田研に西野 敦雄助教就任（岡崎統合バイオサイエンスセンターより） 
8月 6-7日 生物科学専攻博士前期課程入試。合格者 71名（志願者 100名）。 
8月 26-28日 第 20回高校生対象公開実習（増井 良治講師、中川 紀子助教）。 
9月 6日 日本学術振興会の「大学院教育改革支援プログラム」に、生物科学、化学、高

分子科学専攻合同で応募した「BMCインテグレーティッド大学院理学教育」
が採択される。略称 BMC。期間は 3年間。 

10月 1日 日本学術振興会の「若手研究者インターナショナル・トレーニング・プログラ
ム」に理学研究科が採択される。略称 ITP。期間は 5年間。 

11月 16日 高橋 康弘講師、増井 良治講師、久保田 弓子助教、古屋 秀隆助教、准教授に
昇任。 

11月 29-30日 理学研究科外部評価会実施。 
12月 26-28日 第 21回高校生対象公開実習（倉光 成紀教授、増井 良治准教授、吉本 和

夫研究員）。 
2008年 
2月 7-8日 生物科学専攻博士業績発表会。博士学位認定 21名（8・11月発表分を含む）。 
2月 12-13日 生物科学専攻修士業績発表会。修士学位認定 54名。 
2月 18-19日 生物科学専攻博士後期課程入試。合格者 14名、うち本専攻博士前期課程修

了者進学 12名（志願者 12名）、他大学院修了者 2名（志願者 5名）。 
2月 18-19日 生物科学専攻博士前期課程第二次募集入試。合格者 5名（志願者 11名）。

留学生特別選抜。合格者 2名（志願者 2名）。 
2月 22日 福山 恵一教授、大阪大学より平成 19年度教育・研究功績賞受賞。 
2月 25日 学部入試前期日程。合格者生物科学コース 23名、生命理学コース 10名（志願

者それぞれ 80名、27名）。 
3月 8-9日 第 3回高大ワークショップ実施。参加者、高校生 50名、引率教諭 10名。 



3月 12日 学部入試後期日程。合格者生物科学コース 6名、生命理学コース 21名（志願
者それぞれ 101名、99名）。 

3月 24日 卒業式。学部卒業者 23名（うち本専攻入学 12名、本学他専攻・他研究科入学
5名、他大学大学院入学 4名、就職 2名）。 

3月 25日 学位授与式。博士前期課程修了者 54名（うち本専攻後期課程進学 11名、他大
学院進学 5名、就職 36名、その他 2名）。博士学位取得修了者 21名（9・12
月修了者を含む）。ほかに単位取得退学者 7名、単位非取得退学者 2名。 

3月 26-28日 第 22回高校生対象公開実習（倉光 成紀教授、増井 良治准教授、吉本 和
夫研究員）。 

3月 31日 高木 慎吾准教授、平成 19年度 2学期共通教育賞受賞。 
3月 31日 理学研究科本館の第 3次改修が終了し、生物学生実習室を b棟 2階に移転。 
3月 31日 高橋 康弘准教授、埼玉大学教授（理工学研究科）に転出。 
3月 31日 生物科学専攻協力講座月原 冨武教授（蛋白質研究所）、同徳永 史生教授（宇

宙地球科学専攻）、定年退職。 
4月 1日 福山研に和田 啓助教就任（福山研特任研究員より）。 
4月 1日 理学研究科長が小谷 眞一教授（数学）から東島 清教授（物理）に交代。評議

員が金澤 浩教授（生物）から渡會 仁教授（化学）に交代。当専攻金澤 浩教
授と滝澤 温彦教授が理学研究科副研究科長（5名：他は藤木 明［数学］、下田 
正［物理］、青島 貞人［高分子］各教授）に就任。 

4月 1日 当専攻の専攻長・学科長を西田 宏記教授から升方 久夫教授に交代。 



教室スタッフ（含研究員）一覧  
 平成 20年 4月 1日現在 
 
専攻長・学科長 升方 久夫 
 
教員・研究員  
構造生物学研究室  
教授 福山 恵一 
准教授 大岡 宏造 
助教 和田 啓 

生体分子機能学研究室  
教授 倉光 成紀 
准教授 増井 良治 
助教 中川 紀子 
招聘研究員 吉本 和夫 
招聘研究員 金 光 
招聘研究員 前川 宜彦 
招聘研究員 広津 建 

生体膜機能学研究室  
教授 金澤 浩 
助教 三井 慶治 
助教 松下 昌史 
招聘研究員 唐沢 暁 

分子遺伝学研究室  
教授 升方 久夫 
助教 中川 拓郎 
助教 高橋 達郎 
研究員 奥野 友紀子 

神経可塑性生理学研究室（生命機能研究科）  
教授 小倉 明彦 
准教授 冨永（吉野） 恵子 
研究員 浦久保 知佳 

細胞内情報伝達研究室（生命機能研究科）  
教授 河村 悟 
准教授 橘木 修志 
助教 和田 恭高 

発生生物学研究室  
教授 西田 宏記 
助教 熊野 岳 
助教 西野 敦雄 
研究員 高鳥 直士 

植物生長生理学研究室  
教授 柿本 辰男 



助教 高田 忍 
研究員 寿崎 拓哉 

核機能学研究室  
教授 滝澤 温彦 
准教授 久保田 弓子 
助教 鐘巻 将人 

系統進化学研究室  
教授 常木 和日子 
准教授 古屋 秀隆 
講師 伊藤 一男 
招聘研究員 荻野 一豊 

分子生物学・教育グループ  
教授 荻原 哲 
教授 米崎 哲朗 
外国人特別研究員 Sebastien Lemire 

生物分子エネルギー変換学研究グループ  
准教授 荒田 敏昭 
准教授 井上 明男 
招聘研究員 中村 志芳 
招聘研究員 相原 朋樹 
招聘研究員 植木 正二 
招聘研究員 武田 壮一 
招聘研究員 桑原 直之 

植物細胞生物学研究グループ  
准教授 高木 慎吾 
准教授 水野 孝一 
助教 浅田 哲弘 

 
技術職員  
技術員 大森 博文（ネットワーク、共通機器管理担当） 

 
事務職員  
事務補佐員 宇田 祐子（倉光研・高木研担当） 
事務補佐員 岡本 江利子（福山研・西田研担当） 
事務補佐員 和田 由美（柿本研・滝澤研担当） 
事務補佐員 近藤 俊江（小倉研・荒田研担当） 
事務補佐員 水口 孝子（金澤研・升方研担当） 
事務補佐員 堀口 祥子（荻原/米崎研・教務担当） 
事務補佐員 和田 由理（常木研・専攻長事務担当） 
事務補佐員 細名 法子（ITP担当） 
事務補佐員 井上 里奈（BMC担当） 
事務補佐員 三枝 陽子（教育実践センター、共通教育講義・実習担当） 
事務補佐員 唐木田 志乃（教育実践センター、共通教育講義・実習担当） 


